
１. 患者さまの尊厳を守り、患者さま中心の医療を提供する
２. 安全安心とともに患者さまの生活の質にも配慮した環境を提供する
３. 高い知識と技術を習得し、自己実現を推進する
４. 多職種の連携を深め、できる限り患者さまの自立を支援する
５.ありまこうげんグループ全事業とともに地域に貢献する
６. 患者さま、ご家族さまからのご意見を尊重し、守秘義務を守り、人権に配慮した医療を提供する

１. 患者さまの尊厳を守り、患者さま中心の医療を提供する
２. 安全安心とともに患者さまの生活の質にも配慮した環境を提供する
３. 高い知識と技術を習得し、自己実現を推進する
４. 多職種の連携を深め、できる限り患者さまの自立を支援する
５.ありまこうげんグループ全事業とともに地域に貢献する
６. 患者さま、ご家族さまからのご意見を尊重し、守秘義務を守り、人権に配慮した医療を提供する

2025.1

社会医療法人 寿栄会
ありまこうげん
ホスピタル

新
年
の
ご
挨
拶

「
2
0
2
5
年
、新
た
な
年
を
迎
え
ま
し
た
。」

新
年
の
ご
挨
拶
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鈴
　
木
　
　
　
実

病
院
長

南
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郎

に
向
き
合
え
て
い
な
い
現
状
も
あ
り
、経

営
者
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
改
善
努
力
が

必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。今
、求

め
ら
れ
て
い
る
の
は
、イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

や
福
利
厚
生
の
充
実
だ
け
で
な
く
、患
者

も
職
員
も
安
心
し
て
過
ご
せ
る
治
療
環

境
の
整
備
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。経
営

層
と
臨
床
現
場
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
と
の

共
有
感
を
高
め
、組
織
内
の
風
通
し
の
良

さ
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
決
意
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は「
再
生
と
変
化
」で

す
。「
努
力
を
重
ね
、物
事
を
安
定
さ
せ
て

い
く
」と
い
っ
た
巳
年
に
相
応
し
い
縁
起

の
良
さ
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。医
療
介
護

ケ
ア
の
本
質
が
厳
し
く
問
わ
れ
る
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、私
た
ち
は
、そ
の
課
題
に

正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

病
院
・
老
健
・
特
養
等
、当
グ
ル
ー
プ
が

目
指
す「
利
用
者
さ
ま
と
共
に
歩
み
、仲

間
と
共
に
解
決
し
、地
域
と
共
に
生
き

る
」の
実
現
に
向
か
っ
て
、今
年
も
一
年

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。今
後
と
も
何
卒

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。今
年
も
無
事
に
新
し
い
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。平
素
よ
り
地

域
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
多
く
の
支
援
者

に
法
人
事
業
運
営
へ
の
ご
理
解
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。今
年

一
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い

年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

近
年
、当
グ
ル
ー
プ
で
は
建
物
設
備
の

環
境
整
備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

も
う
少
し
外
構
工
事
等
は
続
き
ま
す
が
、

概
ね
予
定
し
て
い
た
設
備
環
境
は
整
い

ま
し
た
。こ
れ
ま
で
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、2
0
2
5
年
度
に
向
け
て
当
グ

ル
ー
プ
で
は
、今
後
の
新
し
い
精
神
科
医

療
と
高
齢
者
医
療
の
未
来
展
望
を
明
確

化
す
べ
く
、「
あ
り
ま
こ
う
げ
ん
グ
ル
ー

プ
き
ら
き
ら
構
想
2
0
3
0
」の
新
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た「
食
」「
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」「
高
齢
者
ケ
ア
」の
新
た

な
整
備
計
画
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。そ

し
て
、働
く
環
境
、学
ぶ
環
境
を
よ
り
良

い
も
の
に
し
、さ
ら
に
楽
し
む
環
境
を
少

し
で
も
多
く
取
り
入
れ
、皆
さ
ま
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
施
設
、事
業
活
動
と
な
る

よ
う
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。一
方
で
、

職
員
の
真
に
困
っ
て
い
る
課
題
に
十
分

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
よ
り
、「
あ
り
ま
こ
う
げ
ん
ホ
ス
ピ
タ
ル
」に
御

厚
情
を
賜
り
、心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
6
月
で
院
長
に
就
任
し
て
2
年
を
迎
え

ま
す
が
、様
々
な
出
来
事
が
あ
っ
と
言
う
間
に
過

ぎ
て
い
き
ま
し
た
。A-

w
i
n
g
棟
の
新
築
、

外
来
Ｎ
棟
の
改
装
、そ
し
て
旧
Ａ
棟
が
取
り
壊
さ

れ
、広
々
と
し
た
駐
車
場
に
整
備
さ
れ
る
な
ど
、

病
院
の
外
観
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。

工
事
期
間
中
、ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た

こ
と
、改
め
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。見
た
目

は
新
し
く
綺
麗
に
な
り
、賛
辞
の
お
言
葉
も
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、病
院
内
の
体
制
は
ま
だ
ま
だ

未
熟
で
す
。そ
の
た
め
、今
後
は
内
部
の
人
材
育

成
に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

　

今
春
以
降
、新
任
医
師
が
複
数
名
着
任
す
る

予
定
で
す
。今
後
も
、病
院
の
医
療
体
制
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
、未
来
の
新
し
い
形
へ
と
変
貌
さ
せ

つ
つ
、基
本
理
念
で
あ
る「
利
用
者
さ
ま
と
共
に

歩
み
、仲
間
と
共
に
解
決
し
、地
域
と
共
に
生
き

る
」を
実
践
し
、皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
る
病

院
へ
と
一
歩
ず
つ
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。皆

さ
ま
か
ら
の
御
指
導
、御
教
鞭
が
何
よ
り
の
助

け
に
な
り
ま
す
の
で
、本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。



人材育成グループ　課長　竹本 芳康

第10回学術交流会を開催しました 夕暮れケアについて

　このたび、記念すべき節目の
「第10回学術交流会」を2024
年12月1日（日）に開催いたしま
した。
　午前の部「特別記念講演」で
は『これからの精神科看護～臨
床現場への期待～』と題し、千
葉理恵先生（京都大学大学院 
医学研究科 人間健康科学系専
攻 先端中核看護科学講座 精
神看護学分野 教授）にご講演
を賜りました。
　午後の部として開催された学術発表では、今後の医療・介
護・福祉のあり方に関する様々な研究内容について、10名の
職員が発表。中井幸子さん（診療支援部薬剤科/薬剤師）の『ク
ロザピン投与開始後に救急搬送となった症例の報告と安全体
制の検討～治療抵抗性統合失調症治療薬の導入による、安定
した精神科救急医療の継続に向けて～』が最優秀賞に、そして
石田操さん（介護老人保健施設「青い空の郷」リハビリテー
ション部/言語聴覚士）の『A氏のQOLと他の利用者さまの安
全を守る～試行錯誤の環境調整～』が審査員特別賞に輝きま
した。さらに理事長特別賞として、齊藤華江さん（訪問看護ス
テーションありまこうげん北神/看護師）、冨田みのりさん（リハ
ビリテーション部/作業療法士）、そして森本有哉さん（老健療
養部1F/介護福祉士）が選ばれ、研究で得られた知見を業務に

反映させ、未来の医療・介護ケ
アの在り方を大いに示唆する
功績として称えられました。
　職員の専門的知識の向上、
情報共有、そして研鑽の場と
して大変有意義な一日となり
ました。

テーマ：～原点回帰 すべては患者さまのためにagain～

　『夕暮れケア』とは、「夕暮れ
時になると不安が強くなり落ち
着かなくなる状態（夕暮れ症候群）」を少しでも軽減
するために、患者さまとスタッフが一緒に過ごすこ
とです。この取り組みは「認知症患者さまへのケア
をより安全で安心なものにしたい」という想いを発
端とし、多職種で立ち上げたプロジェクトです。院内
モデル病棟としてAW３病棟を選定し、今年6月から
開始しました。
　平日16時から19時の時間帯に2名ペアで多職
種の職員が病棟に入り、患者さまとお話しをしたり、
散歩をしたりしました。活動後は夕暮れ日誌に「その
日の気づき」「行ったこと」「感想」を記載し、スタッフ
間の情報共有にも努めました。
　患者さまからは「色んなスタッフさんとお話しが
できて楽しかった」「また来てほしい」などの嬉しい
お声をいただきました。また、協力してくださった他
の職種のスタッフからは「患者さまの笑顔や感謝の
言葉が嬉しかった」「普段関わることの少ない、夕方
の時間の患者さまの様子を知ることができた」など
の感想が寄せられました。患者さまに笑顔が増え、
夕暮れ時を楽しく過ごしていただけるようになり、
病棟看護スタッフ一同、協力してくださった他の職
種の皆さまに感謝しております。
　「夕暮れケア」を通して職種を問わず患者さまと
深く関わったことは、ありまこうげんホスピタルが
目指す『患者さま中心の医療提供の形』の第一歩
になったように感じました。病棟内でこれまで築き
上げてきたケアの土台に、更に新しいアプローチ
を加えていくことで、ケアの在り方、可能性をより
豊かなものにしていくとともに、多職種でシナジー
効果を発揮しながら連携を高めていけたらと考え
ております。

看護部
副部長 石田 祐樹

栄養科　中野　渚ホスピタルアートの取り組み
　当院では、院内におられる全ての方に心地よい時間を過ご
していただけるよう「ホスピタルアート」を導入しております。
アート作品を通じて、観る方の心を穏やかに豊かにすることを
目的とし、外来N棟、A-wing棟、A棟をはじめ随所に絵画を展
示しております。　
　新たに展示いたしました「春夏秋冬」をテーマにしたコレク

ションは、神戸市北区在住の中野正人先生より寄贈いただいたものです。季節の移ろ
いを感じながら地域の方と共に歩んでいこうという想いをホスピタルアートで表現いた
しました。また、作業療法の一環としてアートキュレーション体験を実施し、デイケア利
用者さまに選んでいただいた絵画作品を院内に展示する取り組みも行っております。
　これらの活動が、当院を訪れた方々、入院患者さま、そして職員の心の癒しとなり、
より良いケアに繋がるよう願っております。



スイートポテト
 

 

　秋から冬にかけて旬を迎えるさつまいも。ほくほくとした食感で、様々な料理に使用されます。豊富
なエネルギー、ビタミンB6、カリウムなどを含んでいるほか、食物繊維の宝庫としても有名です。特に
皮付近の栄養価が高く、焼きいもなどは皮ごと食べる方が栄養を摂れると言われています。今回スイ
ートポテトを紹介しましたが、いろいろな食べ方を探すのもいいかもしれません。

【材料】
● さつまいも
● バター
● 牛乳
● 砂糖
● 黄身

…250g（中1本）
……………… 15g
……………… 50cc
………………… 10g
……………… 1個分

さつ
まいも

作り方

①さつまいもを軟らかくなるまで蒸し、温かいう
ちに皮をむく。
②①をつぶし、バター、牛乳、砂糖を混ぜ、よく練
り込む。
③②を4～6等分し、アルミカップに入れる。
④③の上表面に黄身を塗り、約180℃に温め
たオーブンで15分程度焼く（オーブントース
ターの場合、5分程度でOK）。

　ふれあいの里『おくっちょ』にて「日本の伝統文化に触れる教室」の第５弾「華
道教室」が11月15日に開催されました。
　今回は長尾町内外から女性10名が参集し、毎年参加してくださっている方も
多く、和気あいあいとした雰囲気の中、先生の作品をお手本にしながら皆さん

熱心に制作に取り組んでおられるご様子
でした。先生も受講生の間を巡回しなが
ら丁寧に指導くださり、約１時間をかけ
て、緑を基調とした落ち着いた生け花が
見事に完成。自宅で生け直せるよう、作
品完成後は多くの方がスマホで撮影して
いました。
　温暖な晩秋の楽しい一日となりました。

「華道教室」を開催しました 地域交流センター センター長　岩井 清司

医療安全管理室
室　長インフルエンザ感染対策のススメ

豆知識豆知識　インフルエンザの感染を拡げないためには、一人ひとりが 「か
からない」「うつさない」対策を実践することが必要です。
　マスク、咳エチケット、手洗い、消毒が感染対策として有効で
す。また、人ごみを避け、部屋の湿度をコントロールし、生活リズム
を規則正しく整えることで、感染しにくい体づくりをしていきま
しょう。
　感染が疑われるときは、安易に風邪と判断せず早めに医療機
関を受診し、治療を受けましょう。インフルエンザの治療薬は、発
症後48時間以内の服用が効果的です。療養中は、部屋の気温を
18～20℃、湿度を50～60％程度に保ち、水分を十分に補給しま
しょう。

インフルエンザ対策に有効な飲み物として、

紅茶が挙げられます。「テアフラビン」という

成分が、インフルエンザウイルス表面のスパ

イクを無力化すると言われています。通常の

紅茶の1/10の濃さでも効果はあり、即効性

もあると言われていますの

で、出がらしの紅茶を再利用

して、帰宅後にうがいをして

みてはいかがでしょうか。

松本 幸恵



〒651-1512  神戸市北区長尾町上津 4663-3
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社会医療法人 寿栄会

ありまこうげんホスピタル
●お車の場合
★六甲北有料道路、又は中国自動車道からお越しの場合は…
・信号「神戸三田インター北」を北（直進）→0.6km →信号「池尻」を西（左折）
　1.8kmです。
・信号「神戸三田インター北」を西（左折）→0.6km →信号「人形渡橋南」を
　西（右折）→1.3kmを（右折）0.5kmです。
●電車の場合
ＪＲ・神戸電鉄をご利用の方は『三田駅』
下車、無料送迎バスをご利用下さい。

ありまこうげんホスピタルありまこうげんホスピタル

青い空の郷青い空の郷

● 広報誌発行担当 ● 法人本部　　次回発行は令和7年4月を予定しております　 
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患者さまの権利患者さまの権利

１．人格を尊重される権利
２．良質で安全な医療を平等に受ける権利
３．情報を知る権利
４．自己決定の権利
５．個人情報の秘密が守られる権利
６．入院患者さまの通信・面会を自由に行える権利
７．入院患者さまの退院請求を行う権利及び処遇の
　　改善を求める権利

当院職員は、患者さまには以下の権利があることを十分
に認識し、これらの権利を最大限に尊重して、日常の診
療活動を行います。

 

家
族
教
室『
さ
く
ら
ん
ぼ
会
』

　

10
月
26
日（
土
）に
、今
年
度
２
度
目

と
な
る
『
家
族
教
室
〝
さ
く
ら
ん
ぼ

会
〞』を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
デ
イ
ケ
ア
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
の
ご
家
族
を
お
招
き
し
、「
ご
家

族
同
士
で
悩
み
や
現
状
を
共
有
し
て
支

え
合
え
る
場
を
提
供
す
る
」「
今
後
に

役
立
つ
正
し
い
知
識
や
情
報
を
得
ら
れ

る
」「
ご
家
族
が
元
気
で
健
康
に
過
ご

せ
る
よ
う
に
な
る
」
と
い
う
目
的
を

持
っ
て
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
内
容
は
、当
院
薬
剤
師
に
よ

る『
薬
物
療
法
に
つ
い
て
の
お
話
』と
毎

回
恒
例
の『
美
味
し
い
茶
話
会
』の
２
本

立
て
で
し
た
。参
加
い
た
だ
い
た
感
想

と
し
て
「
薬
を
飲
み
続
け
る
こ
と
に
不

安
が
あ
っ
た
が
、副
作
用
の
こ
と
は
心
配

し
な
く
て
も
い
い
と
説
明
を
受
け
て
少

し
安
心
で
き
た
」「
初
め
て
参
加
し
た

が
、色
々
な
ご
家
族
の
話
を
聞
い
て
、自

分
と
同
じ
よ
う
な
悩
み
事
を
持
た
れ
て

い
る
こ
と
を
知
り
、参
考
に
な
る
こ
と

が
多
か
っ
た
」
な
ど
の
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
！
ス
タ
ッ
フ
一
同
も
、ご
家
族
と

協
力
し
て
利
用
者
さ
ま
を
支
え
て
い
く

た
め
の
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
る
場
に
な
っ

た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

謹んで新春のお慶びを申し上
げます。
昨年は各種研修・講演会等が
実施されたほか、「ホスピタル
アート」の取り組みが積極的
に行われました。本年も医療・
介護ケアの質向上のため様々
な取り組みを進めてまいりま
すので、当院を何卒よろしく
お願いいたします。

編 集 後 記

月

精神科

歯科 ―― ― ―

内科 ― ― ― ―

火 水 木 金 土

※医師の都合により、変更となる場合がございますので、予めご了承下さい。
※歯科診療は、入院または通院されている患者さまを対象とさせていただいております。

診療時間：9時30分～12時30分（受付時間：9時00分～12時00分）

外来担当医表

山田 山田
酒谷

南南

大内
髙橋史

福田
西野

寺西
松井

清川
芦原

小川
金

髙橋宗
山下


